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船橋利実プロフィール

●昭和35年11月20日、北見市生まれ
●北海道立北見柏陽高等学校卒業
北海学園大学工学部土木工学科卒業
北海商科大学大学院商学研究科修士課程修了

●大学卒業後、家業の建設業に8年間従事
●北見市議会議員平成3年より 1期
●北海道議会議員平成7年より 5期連続
●衆議院議員平成24年初当選・平成29年 2期目
●財務大臣政務官令和2年9月～令和3年10月
●参議院議員令和4年7月初当選。

【現 在】
●第2次岸田第2次改造内閣 総務大臣政務官
●参議院
総務委員会委員/国家基本政策委員会委員
資源エネルギー・持続可能社会に関する調査会委員
【主な経歴】
●衆議院 厚生労働委員会委員
●参議院 農林水産委員会理事
●自民党 参議院国会対策委員会副委員長

【政治信条】 世のため人のため 【特 技】 トイレ掃除 【趣 味】 散歩・筋トレ 【好 物】 ジンギスカン・甘い玉子焼き・そば
【家 族】 妻・一男二女・孫4人（男の子1人・女の子3人）
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総務大臣政務官・参議院議員

昨年9月に総務大臣政務官を拝命して以来、主に地方自治・消防分野を担当しております。

今年元日に発生した令和６年能登半島地震では、ただちに緊急消防援助隊と応援派遣職員を被災地へ派遣し、

救助活動や避難所運営等に当たっていただきました。また、TV放送と携帯電話の通信を確保するなど総務省非常

災害対策本部で指揮に当たりました。現在も避難生活を余儀なくされる方々がおられ、復興までには時間を要しま

すが、539.8億円の復興基金の創設を支援するなど、被災地の皆さまへ寄り添う政策を進めて参ります。

この他、令和6年度予算編成やマイナンバーカードの利活用促進に加え、食料安全保障に向け、“農政の憲法”食

料・農業・農村基本法改正に取り組むなど、多くの貴重な経験を積むことができました。また、一議員として北海道の

あらゆる分野の課題を伺い、解決策を自治体の皆さまと共有して参りました。 今後も国および北海道の発展のた

め全身全霊をかけて取り組んで参りますので、引き続きのご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。
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参議院総務委員会にて総務大臣政務官として答弁(3月)

総務委員会にて総務大臣政務官として答弁

総務大臣政務官に就任してから約9か月が経過いたし

ました。この間、第212回臨時国会、第213回通常国会に

おける各種法律案の成立に努め、また、国会答弁や各種

会議、式典にも出席してまいりました。さらに、担当分野に

関する視察も重ね、現場の声を吸い上げる取り組みを

行ってきました。その中で、特に過疎対策事業債について

は、物価高騰への対応のための増額や償還年限の延長

を実現することができました。また、地方自治体からの要

望が多かったテレビ放送中継局の整備・更新についても、

過疎対策事業債の活用や耐災害性強化支援事業の補助

対象化を図ることができました。今後も、地域の実情に即

した施策の実現に向けて全力で取り組んでまいります。

総務大臣政務官としての実績

令和６年能登半島地震

総務省非常災害対策本部

総務大臣政務官を拝命 首相官邸

衛星中継局デモンストレーション参加

日本水道協会全国会議
東京水道展オープニングセレモニー

CEATEC視察 最新先端技術を学ぶ 全国知事会議 首相官邸簡易水道整備促進全国大会

自治医科大学視察
最先端医療技術にふれる
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